第43回　施設処遇検討会議　議事録

H21.3.16　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・小坂和子・小笠原嘉紀・馬渡道伸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出貝梢・中村文洋・向奈津美・三浦理見

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・長谷部Ｓ.Ｇ.Ｍ・清水Ｓ.Ｇ.Ｍ・上平ユリ子)
記　録：出貝　梢

議題

１：今野　容子様（青風荘入所者様）の処遇について

２：船場　幸子様（青山荘入所者様）の処遇について

３：森　美穂子様（青明舎利用者様）の処遇について

１：今野　容子様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症：糖尿病・高血圧症・狭心症・便秘症、白内障、ネフローゼ症候群
＜支援内容＞

①合併症（糖尿病・ネフローゼ症候群）自己管理意識が薄い。
· 毎朝、体重測定をし、体重が5～6㎏増加した場合は、八戸赤十字病院　循環器科受診をする。

· 健康プログラムを利用しながら、本人のデーターと比較し、合併症や自己管理について意識付けをする。

· 血糖値測定の際、100mg/dl以上の場合は、何かしら間食をしている為、本人と間食した物について振り返りをする。また、どうしても間食を摂りたい時はスタッフへ相談することを促す。

· 食事の際に、決められた量より盛り付けたりする為、なぜ糖食や減塩食になっているのかを、まず、本人に聞き、食事制限の必要性について説明していく。

②対人関係

（他者に対して威圧・攻撃的な言動や過干渉がある・物品・食べ物・金銭のやり取りがある）
· 他者への干渉が過ぎる場合は、スタッフ介入し、本人の話を聞いていく。また、他者へ直接言うのではなく、まず、スタッフへ話すよう指導していく。

· 威圧・攻撃的な言動があった場合は、スタッフと一緒に、自分だったらそう言われてどう思うのか等、振り返りをして頂く。

· 他者へ、私物を譲渡し、食べ物や金銭を受け取っている事がある為、そのような事が発覚した際は、その都度、指導していく。また、面談を行い本人の現在の病状や本人が暮らしている環境などについて説明していく。

③身辺整理（整理整頓）ができない。保清意識が低い。

· 定期的に本人の部屋を確認し、声掛けやスタッフと一緒に掃除を行う。

· 物をため込む傾向がある為、古いものは廃棄する様に指導していく。

· 上物だけでなく、下着も毎回交換する事・洗濯回数が少ないと異臭がすることを伝える。

· 尿漏れがあった場合に備えて、尿漏れパットと清浄綿を準備して対応を行なう。

· 肛門を閉める運動を定期的に行なってもらい、尿漏れを起きにくくしていく。

＜評価＞

　日赤受診後、再度処遇検討行うこととしている。
２：船場　幸子様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜問題点＞

①強い不安と混乱

· 些細なことで不安になり、混乱する。（継続）　

· 物事の変化に弱く、すぐ不安になる。（継続）
介入方法

· 物事の変化に弱く、すぐ不安になる

· 新たな取り組みや物事の変化による不安感が強い場合は、ゆっくり説明を行い、声かけを行う。

· 定期的に面談の機会を設け、日常生活で困っていることや訴えを傾聴する。

②健康管理（継続）

· 食事管理

· 体調管理

介入方法

· 自炊の際、栄養バランスや量をスタッフと一緒にメニューを考えて、買い物や料理を行い、食事の改善を行っていく。

· 1日20分以上の有酸素運動を行っていく。

· 必要があれば定期的に血液検査を行い、主治医から身体状態や気をつける点などについて説明をしてもらう。

· 体重・体脂肪が増加傾向にあるため、外来で血液検査を実施し、データを基に食事指導や運動を促す。

· 今後、食事摂取量や運動方法を検討し、体重・体脂肪が減少しない場合は給食の食事形態の変更等を行っていく。
· 不調時に職員へ訴えることが出来るよう、定期的に面談の場を設けると共に、普段から声掛けを行い、訴えを行う場を設けるようにしていく。

· 本人の様子などで些細な変化に気付くようにする。

③金銭管理（継続）

介入方法

· ゆとりある金銭管理

· 先の不安から生活費を切り詰めて貯金している。貯金額が当初の目標金額に達している為、ゆとりのある金銭管理を随時促していく。

· 趣味や買い物などを提案したり、一緒に外出を行い、楽しみを体験することで、ニーズを広げていく。

· 衣類等一緒に整理を行い、必要があれば社会に出た時の身だしなみという点から説明を行い、衣類の購入を勧める。

＜評価＞

本人の体重が0.5kg/月ずつ増えており、この調子で体重が増加した場合、退所までに合併症を併発する恐れがあるため、体重を適切な量まで減少させる必要がある。一人分の適切な分量を把握し、調理できるように支援行う。手立てとして、図書館や書店へ同行し、一人分の料理本を閲覧・購入を行う。必要があれば給食と同じメニューの一人分の材料を日進から取り寄せる。金曜日に土日のメニューと使用する一人分の材料を決めておくなど行い、職員と共に調理を行いながら、一人分の材料を把握してもらうようにしていく。

食への興味が強く、職員が料理に中傍で作業をじっと見ている。適切な距離のとり方など、SSTを行い支援行っていく。

将来への不安もあり、お金を貯めることを重視している。地域生活で適切な金銭管理できるように優先順位を決めて使用行うように支援行っていく。

現在の身体状態を把握する為に外来で血液検査と、今までの本人の料理を振り返ると共に、どういった点で不安があるのか面談でアセスメントを取り、今後の方向性を決めていく。

３：森　美穂子様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：社会不安障害　　　　　合併症：糖尿病（２０単位）・高血圧症・脂肪皮膚炎

＜問題点＞

①就労訓練への取り組み
介入方法

●体調管理
· 内科疾患についての検査数値については他機関と情報共有を行い、訓練を進める上で本人の体調を把握しながら、必要に応じて調整・助言を行う。

· 食事や間食量についても本人と不定期に確認を行うことや、ささクリニックPSWとも支援策を検討。家族へも自宅での食生活について情報収集し、家族へも糖尿病における食事管理や体調管理について説明し、本人の食事管理への協力を得る。

· 内臓疾患において、主治医より安静の指示が出た場合には状況に応じて訓練日程調整を行うか、中止とする。

· 訓練再開時は主治医からの指示についても常に情報を得ながら本人のペースで訓練を実施していく。また長期中断の指示があった際には、本人・家族の意向を確認し、今後の支援内容について再検討する。

●訓練への取り組み

※3/18（水）よりパンション掃除訓練を再開する。

· うみねこ幸房体験利用で自信を無くしている様子もあるため、本人が自信をつけるまでは作業同行を行い不安を軽減する。

· パンション職員とも情報共有し、本人の作業中の様子について確認する。

· 定期的に関係機関・家族で集合しケース会議を実施し、目標を立てて作業へ取り組む。

●家族支援

· 毎月の振り返り時の内容について家族（主に母）へ電話連絡を行い、本人の訓練内容について報告する。また本人への事業主側からの評価と、青明舎側からの評価を伝え、家族からも本人へ評価してあげて欲しい事を依頼する。

· 本人が関係スタッフへ話せない悩みや、要望については母様が相談相手となり、話しを聞いてあげることができるよう説明を行い、情報については青明舎スタッフへ提供していただく。

· 家族の本人に対する接し方、悩みについては青明舎で傾聴し、助言を行う。

＜評価＞

就労に関しては両親と本人の希望が一致している。3/18（水）よりパンションでの掃除訓練を再開し、作業時間を増やしながら本人の向上具合をみて、職労や他の事業所の利用も検討していく。また、仕事について自分の目標を定めて行うことできており、本人は一人で行う仕事が合っていると話されている。これらの条件に合った作業内容の就労訓練をスキルに合わせて段階的に行っていく。







